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“健康な教会”とはそー・）ヽ、７４レｌ-が：；ｉぉ１な、ｔ鮭＾祠め

河野勇一（緑キリスト教会牧師）

Ｉ どうして今 “ 健康な教会 ” なのか
≒ ● １９７０年代以降のいわゆる “ 教 会成長ブーム ”

●１９９０年代におけるその反動としての “ 教会成長アレルギー ”

●２１世紀に向かっての宣教的教会形成における、本来の「教会成長論」再評

価の動き。そして「教会の成長」より根本的な「教会の健康」概念の採用

ぶＩＩ． “ 健康 ” とは何を意味するのか：一般的な “ 健康 ” 観の変遷
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●ＷＨＯの定義：健康とは単に病気がないとか、虚弱ではないというだけでは
なく、身体的、精神的、（霊的）、そして社会的に完全に良好な状態をいう。⇒非我１

（１９４６年）

●ＱＯＬ（生活の質）を考慮した新しい定義：よく食べられ、よく眠れ、排泄に

支障がなく、疼痛がなく、たとえあっても苦痛にならず、心理的に安定し、

職場や家庭学校といった社会的環境において十分その役割を果たすことがで

き、生き甲斐を持って充実した日々を送れること。（浜松医科大・永田勝太郎）
しかし、これらには①絶対（理想）的健康はありえない、②健康かどうかをさ

まざまな数的基準値や正常値で判断せざるを得ない、などの問題があるとして、
／米山は、もっと主体性や社会性、そして病気との共存性をも持たせるとともに、

健康を実現可能なものとするために、次の定義（？）を提案している。
● 米 山 公 啓 の 定 義 ： 涵 ’ ミ ３ Ｊ ｊ ； 丞 相 蒜 ｎ ｆ じ だ ご ど Ｅ 曹 １ 蔭 な く 遂 行 で ぎ 恙 価 ■ ． （ 「 『 健

し ー - 一 こ ． - - 一 ヽ ← 、 … … … … 一 一 ． - ． - - 、 ． - - - - ・ - ・ 一 - ‘ - - … … ‘ - - ・ - 、 ． １ ヽ ～ ゛

康 』 と い う 病 」 集 英 社 新 書 ） ・ ・ ・ こ れ が 現 代 、 受 け 入 れ ら れつ つ あ る 「 健 康ＷＱ゙〃１●Ｓ・ｙ●〃`・＝’犬〃ｆ`●→●
観 」 で あ ろ う と 思 わ れ る 。 す な わ ち 、 人 が ど の よ う な 状 態 に あ ろ う と も （ 元

気 で あ ろ う と 病 気 で あ ろ う と 、 障 害 を か か えて い よ う と 死 期 を 間 近 に 意 識 し

て い よ う と ） 、 今 生 き て い る こ とを 積 極 的 に 受 け と めて、 自 分 な り の 目 的 を も

っ て 生 き て い る こ と

Ⅲ。教会の “健康 ”を問うことについて：聖書的な見地からの妥当性

●「キリストのからだ」のように「からだ」を比喩として用いたパウロの生命

的教会観（霊的な有機生命体、キリストにある新しい集合人格）。

●旧約聖書の「聖」の概念と「健康」（神のいのちに満ち満ちている）の近さか

ら、「健康な教会」とは’「聖い教会」に近い概念である。
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Ⅳ ． “ 健 康 な 教 会 ” と は ： 最 近 、 こ の 概 念 を 普 及 さ せ た 著 書 か ら

● 目 的 主 導 の 教 会 （ ！ Ｊ ツ れ ウ オ レ ン の 定 義 ） ： 歌 会 が ヽ 一 之 ら れ た ． １ ： 査 在
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づ り り 吸 め １ だ か ら 、 そ れ ぞ れ の 教 会 は 聖 書 か ら 教 会 の 存 在 理 由 を 学 び 取 り 、 そ れ に も と

／ ゛ づ い て 遂 行 す る べ き 目 的 ・ 使 命 （ 複 数 ） を 明 確 化 、 組 織 化 し て 、 そ の 時 代 、 そ
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の地にふさわしく、かつ全体的展望のもとにバランスよく適用するならば、

その教会は必ずｌｊＭ４Ｔ＆成長を遂げる。（「健康な教会へのかぎ」特に８頁参照）

●自然に成長する教会（クリスチャン・シュヴァルツのアプローチ）：世界の多

くの教会からのアンケート分析をもとに、教会を健康診断し、治療しようと

する。その中心的概念は「自然な教会成長」であり、人のすべての努力は神
の成長の自動性を解放することに的を絞っていくことである。その解放の鍵

として８つの質的特徴があり、その弱点を強化することで健康かつバランス
のよい（成長しやすい）教会となれる。（「自然に成長する教会」参照）

Ｖ 。 結 論 ワ
“教会の健康”を考えるとき、まず一般的な考えとしての「４６６ら§白み面

気であり、健康とは病気（問題）がー切ない状態である」を変える必要がある

（これは、人の健康観においてもそうである）。

そのうえで「健康な教会」の神学的意味を考えれば
゛● “健康 ”という概念は、聖書の「聖」の概念を身近でイメージしやすいこと

ばに言い換えたものといえよう。すなわち健康な教会とは「聖い霊（いのち）」

に満たされた教会のことであり、そのいのちの自然な発露としてそれぞれの

教会には固有な成長があるはずである。
ヽ●伝統的に言われてきた「使徒的教会」も、カトリック教会的な「使徒継承の

教会」という以上に、本来的には「使徒的使命を果たしている教会」すなわ

ち、神とキリストからここに遣わされ、存在させられている使命をはっきり

自覚して取り組んでいる教会の意味を持つ。「目的主導の教会」とはその意味
で「使徒的教会」の現代的な言い換えであり “健康な教会 ”の主要な概念で

ある。

●それぞれの生命体は、神から与えられた生命としての共通性とともに他にな
い個性と環境を併せ持っている。また、誕生からいくつかの成長期を経て、
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れらを正しくとらえて、与えられた今を自分らしく生きることが “健康 ”で

あり、キリストのからだなる教会にもそれは言えるのではなかろうか。
＊これらのことから「健全な教会」よりも “健康な教会 ”のほうが、よりよい表
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「４４４教会」？発龍資料Ｌ。ケｌｊ；ＪＩレ１７ｊＪでよｙ
序（１）発題は私見／奉仕教会、所属教団、神学塾等の見解や立場ではない。● ● ● ●
（２）テーマに関する素朴な疑問を提示（ある意味消極的）一積極的教会形成論ではない。
（３）テーマが「教会成長」との関連で取り扱われているのも問題としたい。
１新約聖書

ｌｌ

考 虹 剛 Ｋ 、 四 萎 尋
（１）新約聖書の教会はどれも健康な教会で常に成長していた教会だったのか？
不健康な教会、問題の多い教会、分裂したり衰退する教会もあったのではないか？
１！！ｉｉｌＳ！ｊＳＩ濃抹当時の教会に多くの問題や戦いがあったか．ら生まれたのではないのか？￥ ｊ ＆ 〒 か 峠 ｒ Φ ÷ や ａ ｊ ・ ● 丿 ｀ １ ＆ 、 覧 ・ ・

（２）新約聖書の教会は私たちの模範？か見本？かあるいは目標か？
もしそうならどの教会を模範、見本、目標にするのか？
むしろどんな教会からでもさまざまな問題や戦いの中での歩みを学べるのでは？

（３）新約聖書の教会は、途上にある教会であり、戦う教会ではなかったのか？
私たちは到達した教会や勝利した教会になることを求めるべきではないのでは？
弱さを誇り、試練に耐え、戦い続けることができることこそ健全ではないのか？

（４）新約聖書の教会の多くはローマ教会以外は大半がやがて消えていったのではないか？丿 ● ● ・ ● ゜
教会の主が、ある教会を生み出し育てられるとともあるが、ある教会にはその使命を
終えきせられることもあるのでは？教会が衰退したり無くなるのも主の御心では？

よＬｉ”；` ・らヅヌヅλ７４吟麦ｇ
２１１１ｔ会史

八寸子犬、（１）拡大／成長主義的な教会にはしばしば問題があるのではないか？
◇独善的、．支配的、権力志向的体質がないか？（例：中世のローマ・カトリック）
（２）プロテスタントでは福音を伝え聖礼典を正しく執行するのが真の教会ではないのか？
真の教会の中心的なしるしよりも他の面が教会評価のものさしになっていないか？

（３）「エクレシオラ｀・イン；エグレシア」’（教会内教会）の流れが璽要ではないのか？
真の信者による教会形成は小さな群れを目指す道ではないか？（例：敬虔主義等）

（４）教会の主の主権的介入／主が用いられる人や教会があるのではないのか？
少数の人々や小さな教会が用いられてきたのでは？（例：宗教改革、リバイバル等）

３ - ， ４ 。
（１）教会はどの教会もみな三位一体の神の教会ではないのか？
大教会だけ７なく，少１，ｇ！漱命ｌｇ．？同紬進ま剋庸が壷否の゛ｅはないか？
教会を比較１．．評価することは神のお働きを比較ｌ．．評価することにならないか？・

（２）教会は三位一体の神と隣人を愛して仕えるためにこの世に遣わされているのでは？
教会成長は自己目的的では？地の果てまで散っていくのが教会の使命ではないか？

．Ｊ｀教会も主の使命を果た茸るのでは？（例：地方教会はその地域唯一の主の教会！）
（（§会像にカｔあ．るのこ鳶１；Ｋな．りか？Ｗ ・ タ ノ ’ ． ” ’ ｀ ” ゛ ’ ｀ ～ -
例：搾の民、-ＩＳＩヽ 一家軋軍隊√まり体、．羊群、、ＴＩ！ｙ萄の木い花嫁、一一真理・Ｚ：・；ｌ主等々
「昨今昧良」』１１１ｒｌこぶける１欧会の評価血圧５：ば多ｌｉ吹喋々 Ｒ・加）Ｔｅ昧なｙクヽ か？

ぐ
卜島様参教会像のあらゆる面に．ｊｌ５りＴｃ成長している教会はとこｌこもないのではないか？
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（４）公同の教会は互いに分かち合い、重荷を負い合う教会＝「交わり」ではないのか？
それぞれの教会／働き人や信者がお互いに良いものを分かち合うことが大切では？
弱さや問題のある教会／働き人や信者が互いに補い合い助け合うことが大切では？

ｊＬ＿！匝往｛、ｉｌｊ` 呻一？７呻吋・雌夕７えヅ
（１）教会には常に問題や不健康さ、弱さや誤り、罪や苦難等が入って来るのではないか？
新しい教会員が持ち込む問題等、教会員の中にある弱さや罪が常にあるのでは？
教会を構成する信者は完全な人／愚かさや弱さや罪深さがない人になれるのか？
この世の影響、外部からの迫害等が教会には入って来るのが通常ではないか？

～（２）弱さの中に現わされる主の力、病の中でしか味わえない主の恵みがあるのでは？
例：妻の癌闘病一本人にも家族にも、教会にも多くの主の恵みが与えられた。
ただ神の栄光のために！一三位一体の神が自由に働かれる教会であるべきでは？
人が人の知恵と力で教会を成長させるなら人が誉められたり人の教会にならないか？．４●一河●-ｉ・丿・・に●ｌＪ、１、ら丿φ４・．●．

．４ｋ（３１１１！；稗やＩ醜いが与えられ両剛帰郷ぽ頼さ４ｙ・てり肩ｉミ汝排芦！冲迎療ｙ＿７？ｙ。（例＝弟穆）

分裂や衰退、困難な問題、迫害や戦いは教会の主が愛の計画の中で与えられｌ＆は？
多くの問題に取り組んでいる教会からこそ多くのことが学べるのではないか？
問題のない教会を求めていないか？：命がけで戦った使徒達に呆れられないか？

（４）主の導きといわゆる「教会成長プログラム」は調和するのか？
主が教会に与えられる自由な導きといわゆる成長の原則はどう調和するのか？
主のみことぱに学びつつ、祈りつつ、主に導かれつつ歩む教会ではいけないか？
教会をプログラムに当てはめる事はその教会に主が与えられた独自性を歪めないか？
（５）教会の数量的成長は多くの人が救われる結果ではないのか？
より多くの人が救われるためより広くより多くの人に福音を伝えるべき々はないか？
一つの教会に多くの人々が導かれることを求めるよりも、できるかぎり多くの教会に

少なくても人々が導かれることを願って、教会が協力をすべきではないのか？
（６）「教会成長」を教会の働きの目的にすることは自己目的的ではないか？
教会は、神を愛し、隣人を愛するために、この世におかれているのではないか？
多くの信徒が与えられるのは主からの使命を果たすために必要なのではないか？
数量的に成長している教会には主に対してより大きな責任があるのではないか？

（７）キリストに似た者として成長していくのがクリスチャンと教会の目標ではないのか？
問題や病等のない完全な人／教会になることがキリストに似た者とされることか？
病や弱さや試練や罪の中にいる人と共に生きる人／教会になるのが目標では？
問題や苦難や迫害の中でも神と人を愛して生きる人／教会になるのが目標では？
（８）教会がかしらであるキリストに達するのは世の終わりまで続く歩みではないのか？
クリスチャンがキリストに似た者に変えられていくのは一生の歩みではないのか？
私たちは長い期間をかけ、主が経験されたのと同じようなさまざまの経験を通して、
キリストに似た者へと成長させていただけるのではないのか？短期間で成長可能？

⇒多くの方々からの率直なご批判やご意見やご質問等をお聞かせいただきたい。
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西「１１１」義行師（東京聖書学院）

自己改

１ 方法論的課題
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・普遍性の査定教会成長論で社会学的考察営介在する上での危険は、成長理論

の普遍性の誤診である。
・教会成長論・フ：〉普遍性の過度の強調は、一方では：文化や歴史的現実；ＳＥ・ｊ無視した

無批判な模倣へとつながり、他方ではその反動とし・（｀総体主義的傍観者とな
る危険がある。日本で、教会成長論がブームの様に広がり、潮力弓｜くように
消えていったのは、前者から後者への振ＩＳ）子運動と見ることができる。
・教会健康論も、この点でｉ生意す、る必要があろう。たとλ．ｌ£、成長している教

会の質１１１ξＪ次元を求める点では、教会成長論の反省に立っているが、根本的方
法論は、科学の方法をとっている。それは、データの選択から分析や解釈の
あらゆる過程筧解釈者の前提が問われるからである。
・リック・ウォレンの「目的主導の教会」という発想のｊｊ阿点と限界
・そのものの背後にある、文化的傾向性は、必ずしも普遍性を持つものではな
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・数よりも、質的な要素を重要視する。

Ｊ゛゛ミ″́ Ｊ゛ “`゙ ｀，……＼

ｍ ． 綸 『 』 の 回

安芯ｊＶ

：ＩＩ．祉＿「皿Ｊ」墜嵐
．ｋ７

・成長論が衰退する中にあって、もう一度教会のあり方を問い、学べ、

革することへの動き；１１１‘活発になっていった。
・成長より、状態を述べる中で、聖霊（７）働きへの期待がある。

・残された課題：方法論ｌｌ！Ｊ前提と神学｜狗前提の課題
４Ｚ４ｔ‘ダｔ．’いう肇、１昨；ｉ球匂

、レ

母 ゛ ’

妬吃、ｊ１１苛事ｒ 。

・教会成長論の理論的発展と、それに伴う問題
・方法論としての展開と日本における盛衰

ｊ 「 ． ． ／ ・

Ｌ゛；ぬ／㈲オ｜。ｌｊ：万・

‘＝＝ｒ一代乙ヽづ叫

’`：` ’“’”どｙご` ｒＪ

雅之・・１ヽ ・・ｓｌＦ姐八

７ 訟 齢 ら ら 唾 。 た 好 舜 九 九

２。１９６０年代以後の展開

・ ミ ッ シ ョ ン ス テ ー シ ョ ン の 宣 教 学 的 検 証 。
--一一-一一一一一一- 一 一

・ 新 た な 発 見 と 方 法 論

１ マクギャプランの教会成；１貿：運動：ｙ徊呵と・ｊｊ孤ゑ
・マクギャプランの問題意識

．，一́″‾゛″‾‾‾‘｀へ

． 敏 ａ ｉ ｌ 戈 長 噛 の 歴 ヽ
ｙ゙こ．＿-〃ミ・●ｊ●“．ｗ-

（序）歴史に学ぶこと
教会成長論が辿った歴史

東海宣教会議ＩＶ・宣教フォーラム１１発題

Ｉ



・Ｃ・シュヴァルツのハつ（Ｚ：：）特質の重要性、と限界
・この特質を強調する研究も、その結果を生み出すデータの選択において、あ

る特定の評価基準が既１こ；ｉ？ｉ宅し、同時に歴史的事Ｉ青１１、イＭＥしていること力渚
えられる。

２．ＪｌｉｌＥ史性の欠如
・デー：：５吻ヽ析の限界。歴史的次元が含まれない。
・それを望むことは出来ないしすべきでもない。逆にいえｌ£、歴！１：！的には、そ

のような１１ａｔｕｒａ１といえない成長も、じつはありえるのだということである。
神は自然の法則すら破られ、ｌ、存在である。しかし、限界のあるもの三認識す
るなら、非常に多く（７）点゛１？ヽ学ぶところがある。したがって、こ・フ：）で分析から学
ぶことは、重要であろう。
・現在の状態をより強調する傾向がある。
・ 共 時 性 ＞ 通 時 性

Ⅳ 。 ヽ ｉ四 的 皿
◇ミッシオ・デイ、！ニ教会１’健康」論

・教会成長論も、教１１？１１ＳＩ！康論も、基本的１、こ教会フ５１宣教のｉ４コ心に位ｉ置付けられて

いる。教会首祝されることをもって、宣教の働き；６唱織される。
・教会にＦｌべ：、ヽとは、どう言うことか。教会のあり方を問うことカ哩要となる。健

康や成長の原則を追求すること自俐よ、相対化される必要力鵠る。実際、生
きた細胞は生命現皐１．・Ｚ、楯発だが、パンだねの轡えは、「ノ切サイ人のパンだ
ね」としても用いられる。
・教会・キ１心とミッシオ・デイの視点
・教会と宣教のタイポロジーから
・健康→成長す、；５条件→自動的に成長する（柳１９；的に）

Ｖ．ｊ是案
。・原則などの、コンテキスｌヽ依存性。
り秘狭・をｊ・；茎本として発見したこと、あるいは１剛ＩＥや研究によって見出された原
則は、ある特定の状ｌｙｉ１、文化、歴史、１的現実と係わり合うこと；を認識する必要
が あ る 。 フ
・限界・’ｔ＝・課題を知ることは、むしろその価値を高めること。
・更なる課題が次のチャレンジとして提供されていることを認識し、さらなる

研究が必要とされる。→ｊｌｌＳｃ会とは何なのか（あるいは、誰なのか）、聖書
はどこまで教会のあり方を提示しているか。

●
４


